
プロジェクトゼミナール

中間発表会

超創人財育成プログラムでは企業メンター教員とプログラム受講生がペアになり、
一年ごとのプロジェクト型ゼミナールを実施しています。
ゼミの成果発表の場として、『中間発表会』を開催いたします。

【プロジェクトゼミナールとは】
企業や医療、行政、研究機関などから招聘した学外の客員教授と
ともに、自身の研究の「社会実装」の実現に向けて、理論と実践
の授業を展開しています。
※学外メンター教員は現在 19 名在籍しています。　

日時：2020 年 1月 24 日 ( 金 )　15:00 ～ 18:00
場所：【発表会場】アクロスウィング 1階
　　　　　　　　  アクロスラウンジ
　　　【懇  親  会】エポック立命 21(18:30 ～ )
※参加希望の方は、下記より申込ください。

申込はこちら
(1/14 締切 )

【プロジェクトゼミナールの様子】

https://ssl.form-mailer.jp/fms/ef8d04f4647211

タイムスケジュール

15:00 ～開会挨拶

15:10 ～
受講生による
成果発表

17:50 ～全体講評

18:00 ～閉会挨拶

18:30 ～懇親会



超創人財育成プログラム　第2期生を募集しています

募集説明会：2020年 1月 20日 (月 )12:20 ～ 12:50

場所：【BKC】クリエーションコア1階 CC101教室

　　　【OIC】A棟 2階 AS264マルチメディアルーム

　　　【衣笠】至徳館4階大学院課内

人生100年時代
豊かな社会の実現は、私たちの大きな希望です。
時代を先導する新しい分野『アクティブライフ』は
この希望を実現するための重要な鍵であり、
あらゆる分野に広がるフィールドです。
専門知識に根ざした発見は、
社会や未来に変化と
新たな価値を生み出します。

私たちは、社会と融合し、未知なる課題に
挑戦する博士人財を育成します。

①企業との連携…企業から学び、企業とともに研究する。
②サブメジャーとしての研究分野…専門性と柔軟性を持った研究力を養成。
③異分野・異文化・異世代との連携…異なる分野、文化、年代の人々と
　つながる、価値観と視野を広げる。
④キャリア支援…企業・団体に直接コンタクト。受講生のみに与えられる、
　充実した支援。

プログラムの4つのポイント

社会にイノベーションを起こす

先駆者になろう

産業界から学ぶメリット

◆　プロジェクトゼミナール
　　ゼミ形式で企業人から得た、『知識』『経験』『ネットワーク』を
　　研究に応用
◆　課題解決型長期実務実習
　　企業の課題解決に長期間取り組む実習
◆　イノベーティブ・アントレプレナー実習
　　他研究分野の受講生と企業 ( 仮想 ) を運営し、新事業開発に挑戦

受講生からのコメント

連携企業様からのコメント

詳しくはHPで⇨

超創人財育成プログラムを支援するのために、産官学地
の様々な業種が集結し 2018 年 7月に発足。
人財の育成および輩出と、異業種連携によるイノベーシ
ョン創出を目指して活動中。活動報告はＨＰにてご確認
ください。
※2019 年 12 月時点で 37 企業・団体・行政が加盟中。

アクティブライフ文化超創コンソーシアム

大学院で研究しているだけでは、ビジ
ネスの視点を持った現状分析や課題形
成を行う機会がないので、新鮮な学び
を得ています。
( スポーツ健康科学研究科　前期課程
1回生 )

現在、大学発ベンチャーを立ち上げる
事を計画しています。
連携企業からのアドバイスにより、
研究成果の事業化に向けた用途発案の
重要性など、気づかされることが多く
あります。
（情報理工学研究科　前期課程 1回生 )

僕にとって、超創人財育成プログラムを
受講することは、挑戦でした。
企業の方にメンター教員となってもらい、
日々様々な学びを得ています。
( 理工学研究科　前期課程 1回生 )

本プログラムに大きな可能性を感じて
います。
過去の成功体験にとらわれる事なく、
『教育イノベーション』が生まれるよう
協力していきたいと思います。
（生命保険系 )

日本における『大学』と『企業』との
人材育成のモデルとなるよう、企業内
研究所に従事している者として、協力
できればと考えています。
（大手電機メーカー )

研究シーズの事業化をマーケティング
の視点で見据え、研究とビジネスを結
びつけるものの見方・考え方を学生の
皆様に共有できればと考えています。
（大手研究機関 )
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